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払 係 る

そ い る 入
の 入 札 次
四 札 の

日
発
行

業
の
事
業
計
画 （
の ま
変 ち（

公 更 づ（ （ （
園 都 都 く 砂
下 市 市 り 防 （
水 環 環 推 災 河
道 境 境 進 害 川
課 課 課 課 課 課

の 又
一 は
部 事
改 業
正 、

補（
水 助
産 対（

建 林 象（ （ （ （
道 道 設 森 水 務 経
路 路 部 林 産 部 費（
整 整 総 治 整 経 総 、
備 備 務 山 備 営 務 補
課 課 課 課 課 課 課 助

届 ）
出 に

係（
五 る
件 入
） 札

の（
土 公
地 告（ （ （ （ （ （

流 流 改 農 地 保 情
通 通 良 地 域 健 報
対 対 指 調 産 予 政
策 策 導 整 業 防 策
課 課 課 課 課 課 課

） の 公
に 公 告
係 告
る
資
格
に
関 （ （
す 総 総（

情 る 務 務
報 公 部 部（
政 示 管 総 総
策 財 務 務 発行
課 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一
七 七 七 六 五 五

３

は約条
締付条 資資、を件こ
の 本格

し般５ 入 金審月結一の

額の）、競の 札 の査分

） ） ） ） ） ） ） 率

一 一 一 一 一 一 一
四 三 三 三 二 二 二

２

北調契履札の平道

入次

行

海達にい成が

道を参ず
北指

庁す加れ年う 約行

本るすに

） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一
一 一 一 一 八 八 六

協１ 北

次な定 海

のおの平入 道

と、適成調 告

達
札

おこ用 示

りのを年を に 第

一入受２す 付

般札け月る

） ） ） ）
電話

ペ
ー

五 四 三 一 ジ 印刷

〇 〇 〇 〇 〇
一 特 特 建 特
般 定 定 築 定
競 調 調 基 調
争 達 達 準 達
入 道 契 契 法 契
札 教 約 約 に 約

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇
保
安
林
の

支 皆 公
伐

入の 、 が申のか争２ は

請決つ地

を算、札規 方

すに誠参定
よ 円治 るお実加に 万自

て履格る 以法 日いに資

又行 直、行の条 上施 の

た査付 は令 前１し審件
一 清２の
者

競 員和 業にで般 掃昭 営
を年定あ

道競 期場 庁特るも海名

清役に当告争

舎定者該
第札

掃務間所必す示入
に

業の要る

務仕なこ

関 様平北資と
にる

８等成海格。号す

道 階
入４幌定名

か年札規指

札月市すを

ら

す

階説１中る停

競にる１特 号

入る役 事

争係。日定 る

達の

札調項務
及

下、称

以は名
び 入

と月
」４量

札年数

い

育 よ に（ （ （
物 庁 十 十 る 係
品 上 勝 勝 一 る
の 川 合 合 定 落告
購 教 同 同 の 札
入 育 庁 庁 複 者
） 局 舎 舎 数 等
の 告 清 清 建 の
実 示 掃 掃 築 公
施 業 業 物 示

務 務 の
） ） 認
に に 定

庁
面

告 積
示 の 表
限
度

度める争

と札 政 時分るこ入 年 常

契
当約。で 令

以該とあ 第 人
２種る

業及で 。 雇営類の 号 上
度規入 下 し年び、 以 用
て一 が模札

をに 政 い
にぼ加 」 こ月ほ参 令 る

か区舎さ

ま明日央庁止
清て

及にら北等れ

で書
塔る成条掃い

びよ平３
西のな 屋。
限３丁格こ

に年６資い
有。

る月目をと

。

で道こ

ま海る

）日北す

）ラ
。マ
う日

式庁と

一

海

すで北

施ュ
実シ

をケ
た
れ事

さ知

。成道

る作
府

政堀

係 係
る る
入 資
札 格
の に

示 公 関
告 す
る
公
示

（
治

たじよ い 。満同し と と

す ）

いすと 。

なくうう 舎
庁

本。

合契第る

場る

る
す也

関
に達

達
調

二 二 二 二 二
四 三 二 一 一

山
課
）

一
八



っ

７８９

務 札交交入

入落財て契

則 明者書 規 説札

札約

の効
第 書有 の作 付付
決成

交な

付入 条 定の 場方

北 海

６
入保和る
と 開入以証入
を北ろ

札下札 札金年こ

保 に

道よ 保証 消 参納海に 札

の 税 しす規る

金 費 加付
等 よる則。 証 日

道 公 報

５
行

道執
海札入入開

北入
総所

部場
務の札札札 総

務及場日場

第

４

申査道
約 審海

イウ契北

書行幌 請項 請を札
条 申

す

のた中 示 の類っ市 を

提と央

号

はの
者かア

平、審申

成

請

ア査
十かを
四の ら申

年ウ請

二

に否 １ に札 方要 第 まし

るる の す限 項 関所法法

。 規
に

項海海の） 定 事北北

り

札総所た よ

道道場し
め

市部交を 定

幌務で者
予

央務す札 た

中総付落

付 」 うこ第
納

区課る者

の と 時金とと

以
除 う る。

免 い す。号

者
相 同、

納 ） には下
、 。

付
法 額 。の務

方 当 じそ財

見」
は 含 の則

等 を 者規

時所

課び

政 。 積と
、 む

時
日所

北会務平
送同

海議部成郵に

道室総

札務年にじ

送）月る

幌郵課３よ。
場

市
中に
区るは

央よ日合

法先は所北

出き区 場 方
け郵北電査西

審条

、３

果丁

請れ便海話結６

申

号総号を目

書ば番道番

のら務申

類な

請 部 提な

に

出い－総－者

務 先。

通 課－ の
時

月でな

一にけ期

日

とら成

るな平

めば
定れ

こな

金

に。２

ろい年

曜

り１

よ月

日

２
、日

条る 格

３す 価

北。と 定
範

目の

丁限

６制

西。 の

令 ） もい

の
低

最
で

内
囲

た。
第 の っう

契）
の の
約第 条 分
金

７ ５

か 及 に条 額

海 す第 費北 当ら 消び 相
税

道 る 及

木、

地ま 務 以
び条 財 額

条は午成

３合）平

北場
西、前
年 ７郵
目番月

丁便時３

号
北日

海

）

道－水

庁

ま 別

指知

館で

す 示北

る
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掲札落額て事当

加金者る者

札 げ金をた

入等算額で金と
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２
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す 価

。と 定

る者 予
範

の
限

制
。 の

三

課

、 む」央務

最
で

内
囲

う３

令 ）い北

政 。と区

。条

第 の

）西
丁 の の

第６ 条 分

目 ７ ５

第 北 当ら び 相か 及 に条
海 す

道 る

で積

日ま日見

ままた

））っ

水）水も
額

必必金

にに約

でで契

））

着着

でで

よま日ま

及
税

費
消

る
、で

はま

合）

場）水）

号）

番着

便必

郵に

－
北

目
丁

７
西

条
３

北
区

央

も
を

格
価

の
低

庁
道
海

の

で 規 上

ま 務 以

条 財 額

定 入

の 則

税
費
消

方
地

び
札昭め 用

共
階

９
館

別
総

道
海

北



．

北 海

．

こ詳
の細
入は
札、
の入
執札
行説

道 公 報

約本の

る契契日こ

アイ

札

とにの語入

こ約名所

び 在 す続び及

。関手及

事お本契

るに日

第

での

る捨税相者員

アイ
す札あ一

落額て事当落

金者る者る部

札をた業

定算額で金とかに

決加

申税

にし）あ額なを免

当たをるをっ

号

開に入
号

平札掲札

成のげ金
十時る額
四に入等
年お札に
二及係

は明
、書
公に
開よ
する
る。
。

を称地て通は

務い国約

電す達

当用調

担使貨、
続

る海便話る手

す北郵
総号号語の

組道番番言

の務及停

織

び止 名部

貨が

称総－－通等

及務

有 － び課

出業

た金もか入たし事

書はる者

っ額っ免札者

てて税

とい

は当落事に、こが

載札。る

、該札業記落

格です決たと

入金価者

書にとある定だき

札額

、、

に１するこ後しは

。や落共

記円るかと速

満で問か札同

載未のを

い

れの、わに者企

さ
月てびる

一、こ消

日

の

規告等

に公税

２の費

す定取

定に

金

資るい

るめ扱

曜

を札
格入

日

し関
有に

所り
得 在北

る

幌線 札内 道。

地海
市
中－
央

入ず消が業

西
条
３
北
区

消

金数札、費共体

た端

積等企費

額がに見税同

当る加もの業税

にあ参

税の免 該とすっ課体等

は者契事場税 金きるた

で業 の、は約業合事 額
そ、金者

の消額であ者
て出 の
端費のあっ申 分

る 数税

か、書 ５

の件
者条

いる
なす

金等

、た 札し 入反 た違 しに
無 則、 規は 務札 財入

４

北合買払募

権地場支応

海査海に受わ要

を北調

、

転道を道は者な領

移

れ契

しはしは、がけ

、、、、売

３

買ば買事買

結応れは

締
の募受な受務受

す募応

は

能条区者ら者所者

る

、兼、

力件画はなはを

、
で

２

目
丁
６

を数、い

申 画募地 募募 区公応応
日 号３自 る込 番－方 す

に免そを に分

にに
治 者

を係税の提 相の 額

事構出 当切る

１

すり課に業成す

北

次 海

の平公 道

と成募 告

に お 示

り年付 第

公２す

効 第

募月る

と
。
各る
す 条

．

な条

又買又買払かば約
ら項

は受は受地ら

が買まなそ

売者所者の

対の土戻でいの

払に要

関

にし報地しの。他

地

引す件係

権、告のを条

を

違類

のか求渡るに書

利

るのと反を

設らめしこ
たす

をまこ日がし示

定

土。土ね土
しでとかで

住の

し、地地た地

有は

い世引引宅引

な１のの

しし含し

者帯渡渡を渡

及

日日。日

び１ののむの
のら

産業かか）か

破事

で）５５建５

者者らら

間以工以

復に年年設年

い 川施 所必お 深法
権つ

資、 ４令 在なて 市行 要

条昭 地格北
海

番道 番和
内

所 目地令 住 地宅政 に
年

を
第

面

号 有 積

抽１土 号

選日地

に及

よび

り抽

道選

有日

財時

産
土
地
）

るき所

てのがらきと場

な件き年。は

は条で５

な履。内北

らのる以、
道

い行に海
め

をら定

況かが

。状
るの額

すで金

認まる

確

に

をき、内事内

た条を

区払売完北

得１売にを
地し道

い画地払了海

な

承

）す引になの

者とを
。続けれ認

でるきおけ

住自な得

いきるばを

な

用所ない

と宅己らな

こ

す

との。、

地有いで

。
）
る第
個 ）

人
又条 売

はの 払

北４
海の 価

道規
営該 平午にに

内定 格円

業当 成前 抽

所す

を

選

売
り
払
う
。

北
海

堀
事

知
道

四

と

随違金

、に約

め件違 住売

実たて

にしし

時反

供地

て宅払

し 時

け又有

な舗所

さ店の

す 月 日有者 ２をる 年

る契

也
達

人を
法約 日 時



１

契

等 資平者規ア

る品に
又 格成に定

平 必す平 は 及

成 特 び年要る成

十 定 調度な特

四 役 達に資定年

年 務 をお格役２

二 すいは務月

北 海

規 北

地定 海

に平

お

道

よ成

方 いな

告自 てお

り 示治 傍、

、年 第

施 の聴一２

法 聴傍

行 受の般月
競１ 号

を付争日

令 付受

道 公 報

契契す抽抽

応行

７８９

つ資約約る選選

買一募

公

予の格書に納のを

受

通開開

定区者作当入公

２のっ知す

者画が成た

の

決つ名要て書る

のに
定い以否はに

第

６

川海募募提提

深北公応
選は期場

市道抽者出出

込次

条川申、限所

２深
保
のよ平札北電

番健書に

６所

号

抽

幌海話募

札北電公
５

央務の

中総号選

市道番
場 区部
北管－所

の ３財

月 調 るて、の約１

一 種日 達 特道

日

締定は一

手 定がに類に
競

の 務結め、般

続 役

例 種よもに争

特 のしる

金

ととめ札

を 類うの定入

定

曜

る る、も公

め すしるの

日 当の告

令 に該とを

政

員に
和 う定札

昭 行は入

も
りす
政 とな加

年 のに参

。第者
第 る次る

令 す

な
以 す要

。 了必
号 終に

て上及契よで

。資
下 る

、抽

法、いび約り、

方
募と金を指選

応る代書
払成の傍

資き支作定の

所を

者、方す場聴

格は

望

１開もに希

が公法る

る

の抽といす

名ののお

話

きに、一者

と選して

市道番

号会提り成幌海

議出所
の２央務

室定年中総号

公月区部
北管－ 募
抽日３財
－ 選条課

申金西財

込）６産
線 提係内 を目二

書丁第

西財－ 条課
６産

線 係内 目二
丁第

－

定契す行

成 るに。大

平 め約るう

調ン 年 約りコ ７ 契よ型

第 るをュ 令 係達ピ 政 に
一すー

般るタ
理 第

争方処 ）

競地で 号

札共す ２

入公

た北

とめ
」定

令を
政格

第事 ）知 。道 う。海 い

堀

し、

はよ売括は

５
の

条

納選

そ買代て抽

、り買
す刻

者予は入時

の受金

買者約るの

を定契

受を締こ

定定と。前

予決結と分

にに

とる時で

者す同ま

出

て北抽

し。

す
る－

こ

参体た 第

に団る 条

。
と

す物号の

加のめ ３
ー
キ

ウエアイウエ

ののの

そそパそそそそ

４チ１２３４

ののンの

の

也 項
１

達 第

３

リ

。道平平資ベ

とアイ

が成成本
金フそそ 行

イ１２

う年年はァのの

場

定道会

決海選

指１１

２

、発に

しが
資次契

型い締

ア特大の政約政
第 らコず結 格 定令令 か
エンれの 役第

務 まピにた

大大

デデ資

エアイウエ

タ型型型型

ー平ー大大

入ココココ

タ成
入

デ
イウ

力年力ンンンン

タ成タ成

ー平ー平

デ

入 入

）ャ））））

力年力年

）

６ ４８ー

以以以

台台要名名名名

上数上上上上

以以員以

上

機）） 万 名月月

能 競円
有以以 以 争日日を台台

札前おす上上 上 入直に

関納てデ あ にのいる で

る限きタ こ す期引ー る

名できン 。 指ま続エ と

停道年リ

をの２ト

のの でュもめ の条条 要
件当必 ４４ にー該に 種

２ いです要 第第 つ類タ
理こ同 項項 て処るな １
を 規規 下すと意 にの 以

る。

格めて すに

資た得 定定

とデる 者り

」のい るよ

いー者競

ュュュ

業２業ピピピピ

１格ーーーー

務月務ュ
ででで

そ日そタタタタ

一４処処処処

のにので

すす

）般）理理理理

３

託るるるる

委競委すす

め

契入契たたたた

託争

のののの

約札約めめめ

業２業２

公デデデデ

の

１１

務月務月
２一

のにのに

そ日そ日

委競委競

）般）般

１一
約札

契入契入

託争託争

公公

のの

約札

五

そ器

さを上機

止税以ー

いし事保

て納のの

れ滞
営数

いいを台

なて業有

とい

。こで

といん

こな

入

うタは 未争

と
こ

。る

へ

）力ま 年札

。入含 成
い参 被

務なの 、

業れ 者
人排
） 佐を

託。 補加

委

こ 被れ
い はさ
な 又除

で

ーーーー

。 助い
と 補て

入入入入

をタタタタ

告

業業業業

う力力力力

行
コ
型務務務務

大
ピのののの

ンそそそそ

ー））））

ュ１２３４

で資資資資

タのののの

行

をを

告告

処格格格格

ン

ココ

型型

大大

うう

行

で

タタ

ーー

ュュ

ピピ

ン

あで

で者

人る。

処処

で

た
る

す
理

、こ

てい

っな たた

るる

すす

理理

の
め

のの

めめ



付出出 請

提提

受申

アイ
在 名 方所 時のの の先先

北 海

４

及め資

の

協い審

に経中びて格申

げ産企業る査請

掲済小
合き申の る業業組との
時 格長協に。請

資局等

要が同あの

道 公 報

年つ

３
す下て
法 のと資中以い

企 が品るは 格律 小 道納

第

業 指。中、 要
等 定午件小当

業中 ） の協 す後企該 号

デ時等小 特第 同 る４

第

受日び時な時

ー並１随

庁イ注曜ににおに

道バ

上庁

近ザ及日平来、来

し記し

傍ーび、成庁

にが納土

日受

事常品曜年、の、

受 業勤体日

号

デと道
こ

平ー。が

成タ指
十の定
四漏す
年える
二

な北郵電

間法称地

い記

格指け海便話

午く資の

９）審示れ道番番

前。

よな合

時査にば総号号

かの

ら申りら企

午請作な画－－

は成い部 後

－ 、し。情

次た報 ５

う合て期

件行組っ時期

、び資し

、官法は及

は
用需３設方格な

適公第
の査れ

し適条立法審け
な

い組４際のば

な格第
のに資請ら

。合号に申

明げを、い

証掲格はな

例協企 ３ 組

をる有平。

合 ー
ま組等 第 法 タ分同業 条

入
）」同 項 昭 力で合協 １

務がと組 第 和 業
能う又 号 年 で可い合 ７

協 掲 律 午で。は に 法 、
１る及業 げ 第 後あ）

時こび組 る

と中合 協 号

以又

所し制及月注時注

又 をてにび

で納

有いつ国日は外は

ら品も品

しるい民か納

と祝平が道が

てこての

業き

り。日成でがで

お

き 、に
１者執者

そ関年る務る
上あ

事る月で行で

のす

所律日る必る

業法５あ

月、録

一改媒

日

失仕

滅録

、記

ん、

ざ体

金

びで

及様

曜

損品

き納

日

時

防可

をが

に申政北

ま

内 げ書課道 で

掲請策海
線 る類札

土申を幌

曜請持市

日書参中－

、の提央

る３ 曜出す北

日提出区

び、と西 及にこ条 日先

有企す成

当に６

す業る
あ月

と合で２

る組者年

き
。以る
のか

下も日
１

組成月

業構３

企がら

業 ）

と過ま

」の日

合員

また企、 組 第

分。小が

し団の 条

でだ業次 合 ３

に

のず 下 規

発、体い 以 に

しに組れ 定

注

にに 業 る

たつ織か 協 す

合 小

のて関該 組 中

もい
つそるす 」 企

にはす当

律と い 等

いの法る と 業

にまこ要こ
て１

以。判。

入昭でととと

外断

力和

用

で場

ロ法日る

プ年のす

道は

ラ第、合

グ律

ム

定の

作）指道

を号の、

き定る示

で規す指

成に

めこ

たる

るあ

すで

止能

を
置
措
策
対
全
安。

のと

を

提り目 日

該よ丁 祝

講

除先わ
出行

型文漢大

調カ大な

アイ

文数コ字字型

達大ナ英

すコ字・ンの・コ

を型

半で

るンのカピ入ひン

）占に

。を間

う数の

い

協１ 北

次な定 海

のおの平入 道

と、適成札 告

に おこ用 示

りのを年付 第

一入受２す

発のき う 協

般札け月る

和、 組）

注み昭は 。 同

に２

当適
日応合

６７

資資に有資格

資約資資
有

格効 の格係格格を

格

一１のす の期 有のるは

に

期効般のる 有間 効有

休午り

スるのよ

るす日

パ日後、

ー
行格再再し

をアイウ成
請申 申 う資中を企申た

す組し請 請

こ格小有業

が有業る合よ書

とを企

５
る
い
て
じ

請 査い 申 審の

格再次

資

ピ入タュ力らピ

れ のず

ー

定ュ力カーにがュ

特

る文タ

役ーにナタ係な

字処１字で

務タ係文で

理

名処１理文処

のでる
調る当調す

称理文す字

る当達たた達る

及す字

め

数たた予めり予た

び

単数の

量めり定のの定

単量ー価量デ

のの数デ

デ

競にる１事 号

達
札調
入る
争係。日項

下、
以は

入
と月

」４
札年

い

喪者 効の

及間争にが 期更

間期競

めに

び間は入新定失２

契定

該資のる規

当、札

にる

間を札約す

期格落

る格

更す定係資

の有決

の件

手と日も要

新るの

う類

の

めででに

続認ま

ではとを 方 です等者又

者同あ協法す提

きる協

者し

。の組る業る出

る
該の合はな

当合も組
限あ４れ

資企にで、け
な

に組るるのば

格業
るを）格のら

係合。資
変有請い

営除をを申な

由該
に 申事か 再の

業く

き
続
き
引

で
者
る
す

当

請

力入

タ入タ

ー価ター

資

入

力 業 力

業 務 業

務 務

そ
）２

の１の

そ字の字そ

うちう

のうの

）の）

１

ケ
）ラ

。マ
う日

ち、ち

作海

すで北

施ュ
実シ
を

堀

た
れ事

さ知

。成道

る

旨する当

たとあ該

府
政

、い

通。めな

のるたし

っ期と

あ効と

が有こ

知

と

か更た

日のっ

た間な

書。

の、は

１はき

ら新

の

相）しる類

を。更す

出

、あもで提

続でた者
構に

併資の先

合るのそ

譲有員当

はを成、

又格

更出

にる変提

渡すを該

承そたの

りでし先

よ者

の
も
る

す
と

う
よ

得
を

格

六

英字英

、漢、

格
資
、

は

タ

カらカ

・ひ・

数・数

る
す也

関
に達

達
調

タが

行、
失

めいを

定な格

にわ資 示

継のも指

。

契う

る。 り

者員よ

た成に

し構の

請
申
再

の
査

審

資作



入入

平
成 札札

十
四 場日

年
二 所時

北 海

平務契北北入

業

２３４
道執

成 札の約海海札

入
に資条道
幌合の

年 参格項札総行

す有示市企場

北 加をを

部及

道 るすす中画所

海
者る場央

道 公 報

英大な漢達

カが調契納

す

文数型文字を約入

ナ

のひる期場

字・コ字・

所

入タピ入ら特

のカン

力カュ力が定間

第

ナ英大な漢大

カが

ウエ

字型文数型文字型

漢大

ひン

・コ字・コ字・コ

ピ入らピ

ひンのカンの

力カュ力がュ

らピ入タ

がュ

号

文数型文

ナ英大な

カが
ピ入

のカンの

字・コ字

力カュ力

入タ

月
一
日

海ス総

北シ道アイウエ

成成成

道テ合平平平平

札ム企成

幌分画

金

３３３

市析部年年年年

中室情３

曜 央報月月月月

区郵政

日

３に課

北送策日日日日

報日

示 にこ所区情び

告

北要。３政時

第 必と北

海な条策

規

総格６ に 道資西課 号
大

部る

画す

企目 定

合丁

ナーにな役

政コ

報型

情

の平北

係文タ係文務

に

処１仕成海

る字でる字

道

１
文理文様
４幌

字調す字調等年札

たた予月市

当達る当達

り定めり定入１中

た予

か区

の数のの数札日央

価明ら北

単量デ単量説

ーになー

タ書平３

価ー

係文タ係文タ

なーにナ

字でる字でる字で

文タ
理文理文理

処１処１処
達る

調す字調す字調す

たた予た

達る当達る当

り定めり定め

予たた予

数のの数のの数の

定め

価ー

量デ単量デ単量デ

にナーに

タタタ

ー価ー

処１

る字でる

係文タ係
る当

字調す字

文理文

１
り定めり

た予たた

当達
ー価

単量デ単

の数のの

前

条よ）午午午午

タ

価

西る前前前

６場
丁合時時時時

目は
道番
海便
北郵
、分分分

５
庁号
階
－

処
で

タ
ー

ュ

課ピ

策ン

情

に成条

デ
の

め
た

る
す

理

入

西 よ 力

る年６ 業

。３丁 務

月目

字そ字

、
ち
う
の
）で

４ま

の日

入入

漢

入

力力 力

業 業 業

務 務 務
０

４

ののの

字そ字そ字そ

うう

ののの

）））

３３

英漢英

、、、

ちちち

う

入
力
業
務

漢
、
ち
う
の
）
２
の
字そ

報
課海
策北
政

場約名

算入契

加アイア
す

合明関

た説に

し札日

力
入

タ
ー

計会

入入でこ入入わな

価問
、、

札札記の札札ずお

額に消消

書は載場金書

るにに記費費

の、す合

８９

ら
ひ
・
字

記英

れ額る契要そ号

ぞ金す

の。約開に
の 定価作げ

札 予単書掲

格にの入
時 価）成る の

タ

カひカ

・・・

数字数
北

６７

タら

札交交札効
海 入入落有

付の入
規 保説者な

道 札

を
第 金書決札

則 証明付

５
ら
ひ
・
字

はの場方定

る

場日
保 札札

札

開開
入

時務

額日時所事称

金の
び平北北担北

１及を

に

す道

未場成海海当海

円

道道 満所

幌５組合

の年札庁る総
の画

数月市階織企

端２
中 が

区報称情

あ日央情名部

等

載数こお係載税税
る

る抜相

方・といるす等

、費金き当

法カ。て消
は格は

カ単税額価額

タ

当

文はび、相、

ナ価及
小方費額該

字、地消当

び数消税代

及

税に価の

漢点費等単金

・下係）請

字以

お そ要札
に

て 価ぞび
い 単れ否他及

予公
２ ののの

、 ）れこ
定 の数に

規 限定告
に 制

乗る
る 囲をめ

す 範量定
を あて札

格 でじ入
資 内

付所法法た
号 、交方し

下 す関の
以 除に者

。 免

う るす北北
道場、
財 。る海海のち

べ
規 項札総所す

務 事道

の
」 市企交て
則 幌合で

札
い 央部す入

と 中画付

所時金
証

う 区情る

。

にじじ

送同同

郵にに

北政及報

は
合
場

る
よ。

所策

き後３策び政

と午

、時西シ在課

は２条課

端目ム

の丁テ

そ６ス地

額室

金析

数分

七

ひ第以ると求
捨
り

切
を

位税ると

ら３下課すの

が

費業とに

なま消事こき

で算

字記税者。加

文で

るる

入す」あす

の載等
免と

にこいかこ

力ると

る。。税

係とう

得に

文の業費

１）事消

な か額す
し てた関

有 っ
計件
者 、合条

い つのる
た 書）違 し 札額に

の 入
低た 札 載最し 入 記が反

務 札あ札 財 入で入 、 の

政額
。 北報。金

総るは

第 条策

） ３
西課単

６価
北項
、１

目が第

丁）条
規よ

務に
財定

道規
海の

成
平
、

月
３

年

）
。

る
て

ま
時

５
後

午
日

相

当扱で等

字取者税
。
を

のか額

りる当

たいあ

額を無 則 価者、 規

単を

落効 第

各札と

り

。

札と各る

入者す 条

定
則

そ
和た
昭め

）
着
必

に
で

年れ



．１２３４

４
－

北 海

－－－－

１２２３３４

－－

道 公 報

．１
－

第

．
． 日ここ詳

本のの細

語入入は

及札札、

び及の入

日び執札

本契行説

号

契

イ
平所約

成の
十在手
四続
年に
二地お

国約は明

通は、書

貨、公に

調開よ

達する

手る。

続。
の
停
止
等
が
有

月い

一て

日

る

番番す

便話用

郵電使
言

号号

金語

－－及

曜び
通 － 日貨

北

り
得
る
。 幌線 札内 道

海
市
中－
央

丁
６
西
条
３
北
区

和別

大江江大名昭江

氏

模サ市模窯市

規別別規
町売株山

小テ幸小業角

売ィ

届

大模なの月

規域６１

活日成出

規小お生３平

事

模売、

小店同環ま
に２の

売舗法境で年項

設８保北月概

店の第の

舗
海
北

ウ店ア会大東リ

道 ェサ社野ニ

告 ルヒ十手内ッ

示 ネ調字科ク

第

薬薬支化

ス剤街町消

局局店薬器

次 北

結の医 海

核と平 道

予お成療

告機 防り 示

法指年関 第

定２の

目

昭し月

．

店式 店
の地を社地

舗番舗会番
取

及す表

称置代

名設２

氏社

在の役

所者締

びる

持海１要

は西

又
名長

地

石

地者第の道日

立置条
ら項め狩

法か２た

成出規慮庁

平届の配支

事定す商

法の基き労

年項にべ工

第更き項観

律変づ事働

に、に光

号つ当つ課

号

会有東

山式局ク

神株科
会

幌株サ社限野

札ーア
社剤清

床会調社

臨式ヒ

ン株薬

セ局木

査薬高

検
タ式品

名 和た１ 号

。日称

年
法
律開

第
号
）設

第
第者

条

び
並

所
住
び孚

及
称

名村 い該いに

っ
あ

に
人

法
に

届規意着

第て大て到

）
が小をる

条出模見す

６

店すう北

１あ売有よ

第

出道

のた舗る提海

項っ

事

定設はす知

規。を者
と堀

よす書こ

に置、る

同同同

、者にが

りる面

広手幡

神末大八

市
館
函

１町町町

山
－７１

４－－－

－７

よ北

に
定
規
の所

項
１

８ 地

療事

医知

、道

り海在

当
担堀

を

八

次がよで

の
者
表

代
は

て

。

との平る達

のそりき

也

お周成

り辺

成
平同同同

大地年

也月

機年 る達
定 せ

さ指

を日

関



１
出大ポ函大名株

届氏

平 事規ス館規式

成 項模フ市模会

十 の小ー西小社

四 概売ル桔売ポ

年 要店函梗店ス

二 舗館町舗フ

北 海

規域６ 北

大模なの月 海

規小お生３平 道

模売、活日成 告

小店同環ま 示

売舗法境で年 第

店の第のに２

舗設８保北月

立置条持海１ 号

地者第の道日

道 公 報

覧前

北北縦平す縦午

関
法時９

海海覧成る

道道期
狩２か

経石間年律間時

済
地庁１和午

部支月昭ら

第

２３

平変会出成出縦

届平届
書覧

変
更成更社年

す名月年等場 の

月縦

年年る称日１の所
覧

月１理の

日月由変

１更日

号

変大
前後

し模更更

更規変変

項店株株

事売））

た小
舗式式

月 をー の

一 設ル 番 名

日

びる表 ほ 及す代 ４ 称置

在の締

所者取 か

金

名

地氏役

曜

は川

又大

日

め島

法か２た渡

称祐

名

ら項

成出規慮庁

平届の配支

事定す商

法の基き労

年項にべ工

第更き項観

律変づ事働

に、に光

）い該いに

号つ当つ課

後

第て大て到

域商日

産工年５

業労金法時

課働）律

ま

観か第分

光ら

で

定
規 日に ３） 月号 課６

会

。
る

よ

日に

る ）す 月

ス

てマポ

い
お社社

に会
北ル

業ルー

売カフ

小イ

及一

名
の

者
う道

行海
を

あ
に
人
法
に
び

並
所

住
び 見す

６届規意着

は
て
っ

有よ

第が小をる

条出模

海

項っ店すう北

１あ売
。を者出道

のた舗る提

置、る事

定設はす知

規
りる面と堀

よす書こ

に

りき

次がよで

、者にが

を
日 で休 ま

のそ

曜
土） 、。 日く 曜除 日

の
者
表
代

称

民
国
び
及
日

３平

大模なの月

規域６

模売、活日成

規小お生

小店同環ま

第のに２

売舗法境で年

る達
舗設８保北月

店の

也

お周成。

との平

り辺

大地年

海
北
道 関

告 北縦平す縦午

示 海覧成る覧前

第 法時９ 道期
渡間年律間時

２３

に
日
祝
の

島２か

変経出成出縦北

届平届
書覧海

平
成更営年

す政月年等場道

縦済

年る策日１の所経

１理上月

大大更
変

イウ

更年

変規変変規変変の

小前後月

更模更更模更

後小前後

幌更大

札変
ア

小前

白た模更

市し規変

道日

立置条持海１

石事

志

法か２た後

地者第の

ら項め

成出規慮庁

平届の配支

事定す商

法の基き労

年項にべ工

第更き項課

律変づ事働

に、にに

号つ当つ到

号

後

庁１和午

支月昭ら

商日

工年５

労金法時

働）律

ま

観か第分

光ら

で

定
規 日に ３） 月号 課６

覧部 月由、

業

名産

日社域

１会日地

店
売
小

模
規
大
び

及課

称

店店

）売））売））日

に式式

ポ舗株株舗株株

設会会お会会

スを式式

すて

ー置社社い社社

フ

イス

函るマポ小マポ

ル

カフ業カフ

館者イス売
行北ル

名ルーをルー

の

区項売）

海う海

称北ル

の館

通舗函

本店

番
１
南ィ

目称テ

丁名サ

て大てす

）い該い着

号

出模見よ

６届規意る

第
あ売有提

第が小をう

条

るす海

項っ店す出北

１

知

規。を者る道

のた舗

定設はこ

九

堀

よす書が

に置、と事

す 月

、者にき

りる面で

を
日 で休 まる ）

曜
土） 、。 日く 曜除 日

を
更

変
の

称
名

舗

び
及

日

称
名
の

道者道

の
も
る

す

平達

のそり。

次がよる

也

お周成

との

り辺

に
日
祝

の
民

国

大地年



規域６ 北

大模なの月 海

規小お生３平 道

模売、活日成 告

小店同環ま 示

売舗法境で年 第

店の第のに２

舗設８保北月

立置条持海１ 号

地者第の道日

北 海

前

縦北北縦平す縦午

関
法時９

覧海海覧成る覧

場道道期
２か

所経後間年律間時

済志
地庁１和午

部支月昭ら

道 公 報

２３

変平変会出成出

届平届
書 変更成更社年

す名月年等 更年

月縦

後月年る称日１の
覧

）日１理の

月由変

株１更日

第

余大名株札変大

氏

し模更

市規式幌更規変

小社中た小前

郡模会市
項店

市売ヤ央事売）

余
黒舗ダ旭舗株

町店マ区

号

１
出大余

届
平事規市

成項模サ
十の小テ
四概売ィ
年要店

二

ら項め勝

法か２た十

舗

成出規慮庁

平届の配支

事定す商

法の基き労

年項にべ工

第更き項観

律変づ事働

に、に光

）い該いに

号つ当つ課

後

第て大て到

域商日

産工年５

業労金法時

課働）律

ま

課か第分

ら

で

定
規 日に ３） 月号 ６

る

会よ

式日に

る ）す 月

ヶに式
ル

ー
フ

ス
ポ

。

社 社

町設北丘お会

川をイ

置斗四い

る業目小マ

丁す産丁て

者４売イ

目

表７をル

番の代番業カ
う海

１名取号行北

地氏
名の

かは役者道

ほ又締

称大名

月の

一名

日

在
所

び
及

称

金地

曜

日

条出模見す

６届規意着

１あ売有よ

第が小をる

のた舗る提

項っ店すう
る

定設はす

規。を者出

る面と

よす書こ

に置、
き

次がよで

、者にが

り

を
日 で休 ま

のそり

曜
土） 、。 日く 曜除 日

京

び
及川称

民
国
び
及
日

あ
に
人
法
に
び

並
所子

住

周成。

との平る

は
て
っ

お
り辺

規域６

大地年

北

大模なの月 海

規小お生３ 道

模売、活日 告

小店同環ま

午

示

売舗法境で

前

第

時店の第のに

９

に
日
休
の

か舗設８保北

３
出縦北北縦平す縦

届関
法時

書覧海海覧成る覧

等場道道期
勝２

の所経十間年律間

２

縦済

変平変会出成
届平

更成更社年

す名月年 変変の

の月

更更年年る称日１

の
者
表
代

前後月１理

大

帯帯大名安東変

氏ア

信都し規

広広規田京更

テ西小託中た模

サ市模

１

ィ４売銀央事小 売
の小
項模
事規
出大
届

概

立置条持海 号

２た釧

午地者第の道

ら
５ら項め路

後法か
出規慮庁

時平届の配支

成
事定す商 分

の基き労

ま年項にべ工

き項観

律変づ事働

で法
に、に光

第更
号つ当つ課

地庁１和

覧部支月昭

域商日

産工年
か第

課働）律

業労金法

観
光ら

定
規 日に ３） 月号 課６

））日月由変

式式よ

株株日に

１更日

イス
マポ

社社。

会会る

区項売
海
北ル
ルー

カフ

重舗

南舗株八店

条店行

を式

目置社一お

丁設会洲に
小

番る不目て

１す丁い
業

ほの産番売

地者動２
部行

名画号を

か氏企１

称
名
の
舗
要店

は長う

又

）い該いに

地
在
所
び

及

６届規意着

第て大て到

第が小をる

条出模見す

項っ店すう

１あ売有よ

規。を者出

のた舗る提
書こ

に置、る

定設はす

、者にが

りる面と

よす

を
日 で休 まる ）す 月

曜
土） 、。 日く 曜除 日

名

称遠の

名者道

び
及

日

び
並
所良

住光

び称

及山

道
海
北

っ
あ

に
人
法

に

一知

〇

のそりき

次がよで

堀
事

お周成。

との平る

り辺

て

に
日
祝

の
民

国

大地年

也
達

の
者

表
代

は



法 北

次律 海

の第

北第

道 海生 告

平 産 示号 道号

成 業 第）十 者第四 副か

年 ら 号条 産

二 石、

北 海

登

２３

出成出縦北番

届平届録

書覧海号 年
日１の所経

月年等場道

覧部

月縦済肥
料

日地

道 公 報

変大変平変会
す名

更規変変更成更社

し模更更の

理の

た小前後年年る称

日月由変

事売））月１

舗株株１更

項店

第

式

釧釧大名釧株大株

氏
郡会府会

路路規路式阪

テ釧小釧社大社

サ郡模

な市ス

ィ路売路き阪コ

桂舗桂い淡モ

町店町

号

１
事規

成出大

平届
店

月概売

２の小

年項模

第 日舗

１要

月 １ 灰次

一 項 肥の

日

肥定 り規 おの 料と
に 料よ金

届 産登る 副の

曜

が 灰事出 石録

日

産種

域の

っ 料にあ 肥項

日に

称
名

の
料

肥

課
業類 社社る

お会会よ

に式式
フ

売イス

小マポ

て。

い
う海

行北ル

をルー

業カ

一

木を木路二

名
の

者道

丁置丁表二

１設１代町

１締目表

目す目取丁代
番締

番者番役２取

１る

号

ほ氏１木９役

１の地

名治

は周田

又篠

か名内

地
在

所
び

及
称

名
の

称伸

カっ

ルあ

アが。 更た 変
、

分旨

リた
肥

有大は法

含最項締
取
料

量
分

成
証

保

を量公

所
住

び
及生称

の
そ

）
％

は
て
っ
あ
に
人
法
に
び

並

堀
事
知
道
海
北

さび規和

許及定昭

れそ格

害のお

有他と

るのの年
成

の事平

分限
成制り

の
他

会月

式社２

株公年

期規 北

肥間 海

を平格 道

更成

料
告取
新 示締
し年名 第

た２

法

農覧

。月

北

道道そに 海

営）の供平 道

土）関す成 告

地事係る 示

改業書。年 第

良の類２

及

の
者
表
代

土は月

北

土び 海

中平 道

富成

地
告改 縦午

良 示良 覧前

野年 第

間時町２

法 時９

也
達

か渋月

法

海覧成る

北縦平す
関

道期

常

日

社１

路２

釧間年律

昭

呂
常

興
振
業

産
町
呂

１生 号

日

和
第

律
法

年

産

第
）

称 号

住

条

北地、１ 号

地事道

北良海

斗改北日

庁

場更支

ほ変知

区業空
を備

備画に

整計

昭

手たい

いめ置

担定え

毛１ 号

午牛日

和 ら

換
律 時の

法 ５区
年 後地

第

分地

ま処
し 第
を ）

で分 号
た
。 条

庁１和

支月昭

商日

工年

観か第

働）律

労金法

光ら
定
規 日に ３） 月号 課６

海

阜北

岐
字
町
呂

常
郡

番道

一 地知

一

規
の

項

業 ２
第

堀

７
の事

知 、

道者 り

海 よ

北 に
定

所 の

事 次

型平

成、

育。て

料

堀 肥

］成
５道

整月海

画２北

区年

堀

業ら

農か事

、日知

理
用

北 規
の

項
９

第
２

の

用日

鷹
、

事 り

知 よ

道 に

海 定

日 で休 まる ）す 月

栖

堀

を
曜
土） 、。 日く 曜除 日

達

成
平

び
及

日

也 有

効 の

達有 録

録 登

登 の

一達

水、

排間

効限
也期

町

、
ょ縦

きの也

暗般

、 の
民
国

区

也 地
南

達 野
北

に
日
祝



のる 北

昭よ１も 海

和う平の 道

に成の
法

告第
表 年改 示

北正年声 第

海す２問 条
第 道る月加

告。１入 ２ 号

示日区 項

北 海

間る製、。

すたしる

２
材めの算

伐伐た品予

間
用間作範

用の、試の

材
開途伐・囲

途

道 公 報

図補

務そ的条バをで

１

オる助

又の木利林やイ
根マたす

は目質用内伐
放なスめる 事的バ促に
緊置ど資、。 業又イ進
マ急さ未源予 のはオ

第

を 北

北次 海

海の水 道

道と産補 告

がお林助 示

平り務金 第

成定部等

め所を

年る管 号

度。分

交

号

録道
海

登北

平第

成番
十
四号号
年
二

書 号を し ２項 だ 第の た
削

に

損稚 定

船、 規

漁り の
区 漁

補入 り

等加 よ

害内

材実内

の項 協

法の 業

償

利等補

促拓を証で

拓開
し対す

事促用に助

進を
合織

組組
林の

森等
業進

名趣

者体
業団

林る
、す

有の 称旨

ス対れ利の算

事いの効範 及

資策て用
用内

び多業る木利囲

源

象
対

助村
町 補市

角枝質

事 いのる おそ

す に

付
者

付
交

を
等

金
助

補）

て３

る
す

月生株

一式

日

者呂
常 業

社

産会

金

の産
町

曜

振
業

日

定組

規中 同

公
興 名

づ北市 地

基内 の

に稚 合
ち 区

加道う の

く海の 区
一

の字 の

区事大 域

入知
加

）村 を

定問 部

指堀声

組伐
林間

森う
行費

の及

者拓
業開
林途
、用
合材

用林し該

組事
の進
等促

進合該業 補市促組当事

急林業要

村緊、事に

町

者をる

木対業費す

助が

助費

対バ事等補経

質策
織る 象

オを組す

イ業の

は
又

務
事

スうす場

マ行

、
費
経
象
対
助
補
、
業

事

称社
項称

名 事 変の
更料

変肥

区

一達び 入

石

更産
変副

内

次す宗

を也字 と

部大

北

林容

谷郡

海

業に

村豊

道

種変

を富

告

苗更

除町

示

法が

く一

第

域」あ

区円

る要
すに
織業

並に昭っ

１
の
分
２

が経
体る
団す

業団に 経

資事る合

内
以

費角体）け

多主体お

源
的にる

１

助の
分 補２

利森対当

成
平

等
率
助
補

等内
以 率

更
灰

月
２
年

前
の

変
内

産
副

和た 号

旨

び改
にめ

律出

塩。法届

天る年の
あ

豊第が

郡
富

円第。

一）た

町号っ

」

第

を条

款に

共共共共共定別式

第第第第指

通通通通通

示

第
２

様様様る

号号号号号す

共共

式式式式式様

様様
第第第第

通通通通

共共
２

共共共共別式

号号号号

第指

す通通通通に

付類

示

べ第第第

き６
様様様る

関号号号号す

共共

書式式式式様

係様

第

す通通通通

付類共共

べ第第第

き６

申
付 日交 １

関号号号号

石

書
告
報
績

実
添
に

書
請

後
容

更灰

更成

変平

年

う定

の規

市の

内項

稚１

谷次

宗、

字り

大よ

ちに

様様

くり

除お

をと

村の

出
提提提

式式式式

様様
別す支

数限先

部期出 出

様様

示
指日

部にる庁

１

提提

書式式式式

係様様

部及部期出 出限出出
提

別す支

、提
数び数限先

日

出先部にる庁

提出１

海申 北付
交

添
に

示

期指

月

堀

提 事の 知書 道請

日

一
二

天者

び業

及事

域産

区生

也
達

要
摘

塩の



平保指指

森す
定１２３

安 法。成

林る

平 定 定 林成

施 昭年

十 の 和２の

四 月業 所

年

目 在 年１

二 日

北 海

海
北
道 ウ庁

告 村立次経

示 木 森間の済

第

におの林

の 林伐と次部

整伐 備係り図務 採号

森す及及 の

計ると」課

画

道 公 報

２３
定木主主 定

立

指指アイ
、し の伐はと 施の伐伐
伐伐 目の
択て 採 業

第

定１ 北

森す 海

る平保 道

。成

林
告安 法
示

年林 第

和２の

昭

月所

１ 号

所日在 年 住

号

番 成道 録 平海
登北

年号

場要 法 日名

１変氏

月
２

月 律

一 第所的件

日

郡の 第

田害 ）虻干 号

金 ニ防

の

セ備 条

曜

第

町 ２

コ

日

神

で林るびび 限

絹 ２

字

定は度。
と村

る次の内

め、次恵

伐おり場

準とお役

標の

、え

齢とは備

期り」に

の。略い

上る省置

以す

法よを
に採 方 要

もして

に沢土こ
。る

るす

的件
砂と つ

のが の

壊き ・ら て崩で ２か い
次

のる の
ま防立

にで備木 ・図
、は 示

第所

律場 法

郡 第宇 ）古 号

神

第村 郡２内 尾の恵 広条

事名
は 更又

字 類１大 忠 和 前
更坂

変大
項び

及
称

の

丘 項

の雄

規
よ

北 に１

定の
事 次図 知 、の 道 り次 海

分 に部 うす 堀 よ示 のに

すのに

とそ覧

の、縦

保

び。
及る

。面す

る図供

大、

海
北
を
類
書
係
関）

・分赤該 １部字当 のす
に石立

村木 限
字の

・）ノ在 ３。二所 のる
、目す

山る

ノ市
村 １ ４

上町 の の

に 、

定内 忠規恵 字の神 村項

北 に村 類

海 よ

事 次、 広知 、２ 道 りの

うイ 忠堀 よブ 郡の字 尾

北
内

録
登

保ウ 村にダ 類
会 更限 事変有 知

道
海容

限 達 安に 登大
の

社 後 堀

２１２

） 指。 也 をる 林

成路路

の間平道道

そ週

のの

関、
係一
面の２類線

図般年種路

更

支
志
後
道

は縦月名

北

道し

２

海

た 道

。
路
告法 作作作

示 業業業

第

和 類間域

昭 種期地

５ノ

る 二 上１係 字 以の
号１

筆目町
市

北

函） 海

第平 道

成作作作

館
告開

業業業 条 示発
に年種期地 第

設お２類間域

建

類林山 忠達 安ス 字

い月

也 をノ

指上

村立次経

ウエ庁

木 主森間の済

おの林

の 伐林伐と次部

し備係り図務 伐 と整に

容
也内業

林 録 達坂

の絹の

木次字そ

立
アイ

の 伐森丘他

の

北に日道区

、覧１、

林

建るび

道す及

海供道域

整
路所

道場

部覧

設。縦

及
課
備

号

町

律 共成飯

法 公平七

年
第 測
量年
１

） ２月号

級
、日第

３か

部

準月１

基３第

級ら条

て１ 号

共成前

か準日公平松

長

町

ら用
、す測

の同１

次る量年

と法３月

お第級
基日 り

）２

共第点ら

公条準か

ると」課 採

量項月

測１

限

伐画森す及及 の

て計
は度。ニ

採で林るびび

を定
るる次のコ

すめ、次セ

と準とお役

こ標のと町

で期り」に

が伐おり場

る以す、え

き齢とは備

立上る省置

森 採

つ

いに 方１ つ林 のの に

は 図 、て の はい 次 法て
、伐 す は主 示 伐、 に 主

限 にる に 伐係 分 択に 部

に海

所北

場
覧
縦

の
次
び

備道

一 え知

三

項

、
て堀

い
置事

点

り
よ

に

で定

ま規

）日の をの７

を
域

区
の

路
道

、

よ
すにで

施定ま

実規日

道 測知海 、通北 旨る
る

っ事 法あ知 量が

木の。略い

和。堀 昭た

そ覧

、の、縦

はもして

立る図供

該すのに

当と
所び。

の及る

木。面す
を

市類

る書

す係

在関）

） 。種 。 る採 る よ伐
町

の達

示
告

。
い
な

め
定

を

変
り

お
と

の
次

ら
か也

日

也 第
律達 法

年

市志

る後

係道

に海

村北

町支



路道

しそ日

更の１２３

関ら成路路

、のか平道
の線の

同
条係２
２類名域

第図週年種区

、一１

項は、月

２面間

規北般日道苫

の

北 海

北

道
道

海

路
告法
示
第

和
昭

号年

道 公 報

室 館芽

函広
帯 川別

赤幕

線線

第 号

別

路然

平
成線余
十市 四
年名線
二

環

に道縦牧

定海の道小

部供線

り設に状

よ建覧

供整。

の路る

路道す

道
す北

始び
開及

を課
用備

川川川

第 中中中

律
法

郡郡郡
町第

別別別） 幕幕幕号

町町
札札札

町１

中泉泉第

内内内条
項

央町
町
番番の

館館川川川

函函中中中

赤赤幕幕幕

市市郡郡郡

町町町町町

川川別別別

札札札

内内内

葉葉葉 ２地青青青 番番
先ま町町町 地先

市市市

余余余余余

かで

余余余

郡郡郡郡郡

市市
町町町

市市市市市

余余
田田田

山山山山山

町町

町町町町町

田田

１地１４１

番番番番番

月
一区余

日

町
市

余
郡

市

金

田
山

曜町

日

土北

蘭
室

。道
る海 ４

番

堀

に
所事

業知

現道

木海

６２規

い
置
え
備

よ 地先先に ２地地定 番

道 で

、 まらでり 先かま

の
次

を

前後域
区

の
路

地地地

４２４

ら番番番
後

らでら

かまか

先先先

先

地先地地地

後前後前

で

まらまかま

先か先先 先
地

前前前後後

ででら

達

前別
更の
変後

間

ら
か

苫先番

示
告也

、
て

か 小

で
小 字ま

苫 市先
ら 牧地

と

錦

お
り
変

でらでらで

まかまかま

区

ら

かまかまかまかまか

らでらでらでらで で

まかまかまかまかま

でらでらでらでら

敷
地
の

市 岡
牧

長
延

員ら
か 幅

字
岡
番錦

地
別
の前前後

後

一

前
更
変

間間 の

一

般 般

国 国
の 道道
間

るる

けけ

おお

にに

号号

間
区

複
重

の
と

等
道

国

らでらで

かまかまかま

らで

海

北北

長
延

員
幅

の
地

敷

木

土土

館広

函帯

道道

海 海

縦北

所所

業業

現現

木

業
現

場木
土
樽

覧小
道

一所所

四

の
と
等

道
国

間
区

複
重



の 北

公埋 海

有立平 道

水て成 告

平 面に 示

成 埋関年 第

十 立す２

四 法る月

年 工１ 号

二 大事日

北 海

本。はに掲表

る域分に
る１面

文）、該げの図

びのす河一は

中及次当
」河略

第第表る川級省

号掲地に川す

６３に土

広。

第のげの改帯る

条
区る区め

道 公 報

北

昭そ 海

和の平 道

関成

中１高地

告 島 川地）

年係 示 郡先ま

北図年 第 池かで

田ら海面２ 番
１ 町中道は月

告、１ 地号

美郡示北日 先

字川

第

平道路道区

日
の１２３

の線の

ら成路路

か
２

月
間２類名域

週年種区

般日道下

一１
、

号

更 北

道しそ 海

、の 道

同関

路
告

条係

法
示

第図 第

和２面

昭
項は
の、 号

規北

年

月 正の

一 し

日

認
第を

律功
法ん

年ゅ

金

）し
号可

曜

。
第た

日

項域河域る川）

１

第
条

ににし項

第」川と。の

のる河

号、係、中

３
域の該法４ 区次当川第

をに欄６図 」表右第号

掲の条の

６る面１」 第げ図第４

加池第海

条河の項を

道 河 登田

帯 川

土

番字敷広 号 ５町

所 域 前後業 区現 川木 河
）え 定備 指に の
置 の

に島間

覧高

縦辺

の道居

更の

る場変後

す車

供停

律定海

法

地
敷

前別

。線

よ建

第に道
り設

の路 第
路道 ）道部 号
供整

項
開及 １

を課 第
用備 条

北

規
の

項
１

す北 の
始び

次
、事

り知

よ道

に海

定

川緑第

り
お
と
の堀

をで号４ １」色３第 第

着に号 項

し当の ２
北樹色該図 第

」 の
道帯、す５ 号
海林

事域色土に 区
知区茶る

堀該斜のめ

にの地改 域
すを域。 林
当線区る 樹

い

る記は 帯

一て

らで覧 を かまかま縦 部
る うす よ供 のに 次 らで

に。 改
正

道延

海
北

員
幅

の

。
る
す

定
る海 規

国重

堀長

事
知

木 、

土 り

広 よ

帯 に
。道

備 域

に 区

所 の

業 路

現 道

也

有
公達

い の

置 次

え を

面
水

水の

許 面有項

免公３

ウ

土入、 区

埋町 月
面市 年

也のたの に
地し次 域
達

と区
等複

達道

限区部表 の間

也

と

立 表
代位区

埋
ウアイ

１
変示
告 り

、 お

て

んん
ゅゅ氏住

しし
アイ

及法名

日立村

認 功功名

第 び のの

砂

点点積号第

地地条 番
平 ９

成原 のの

町 地地

年 点点

５

６７８９

－－
５５

かか

地地

のののののの

１２
点点点点点点

地地地地
のの

５５地５地６７８

地地地地

－－ の点点の
かか

のの 点点点点

１２

４５

－－
１１

地地 かか

のののののの

１２２３

点点点点

地地地地地地

１１地１地２３４

点点

地地

－－ の点点ののの

のの 点点点点

１２ 地地

１ 区 の
者

地地 かかかか

漁方

名域置域点
地

氏の

部及の地向

北茅２次の
原 道郡び１点角

港 海

のと点 知砂

地度 事原番

け 年
受 のは を 可可又 認

平北札

日者称所

た 月

名
道市

成海幌

らら月

１央

年中

方方海
盛砂

角角地

向向浜日
土防
第 度度

－ 分分

一 秒秒五 号

ら
向向令 方方）指 のの

か 方方方方

点点 ららら
角角角

らら 向向向向

か
方方 角
向向

度度度度 角角

度度 分分分分

のののの 分分 秒秒秒秒

向向向向 秒秒 方方方方

方方

点点 らららら

のの

らら 向向向向

かか 方方

方方 角角角角

向向

度度度 角角 度
分
度分分分 度

秒
の分秒秒秒 分

ののの 方

向向向 の 向秒方方方 秒

の

町点の 地
沼ら点 先分 ＝ 堀字か地
－ のと 尻秒 公のを 達有の 地結 也番水方 点ん １面向 まだ 、で線

、 をに

番順よ

の ２次っ＝

、にて地 結囲

北

月区
目
丁

６
西
条

日３

点点
地地
のの

方方

向向

の ののの 地

方

点のの点点 点 地地地

方向 向
の
地ののの

のの点点点

点地地地

点 んま 番だれ １線た
及区） 、

び域か

番１ら



海
北
道 ウ

告 免公３

示 許 面有項

第

面市 年水の
埋町 月

号

法名

日立村

北 海 道 公 報 第

表
住代位区

埋

イウアイ

者
立

号

２
しし

ア

平ゅゅ氏

成んん
十功功名
四

又 認認

年

可可

二

第
及 を

び のの

長

点点積号第

地地条 番
平
成万 のの

部 地地

年町 点点

２

方方５

らら月

かか

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

点点点点

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

らららららららら

かか
方方方方方方方方

地地地

ののののののの

点点点点点点

地地地地

点

地地

度ののののののの

地地地地地
かか

分点点点点点点点

かかかかか
方方

秒ららららららら

区 の

の方方方方方

度

所名域置域点
地

氏の

越の地港

札北山次の漁

幌海

点原

中知長のと点
分 市道郡

秒 央事万地

区部点の

北堀町か地＝

のは 月

年
受

一名 け

日

平北

日者称
た 月

金

道

成海

曜

１
年

日月

度防

９０砂

角角
向向日

第

度
分分

－

秒秒
向向令

方方指

のの号

角角

向向向向向向向向
０

角角角角角角

度 度度度度度度度
分 分分分分分分分
秒

ののの 秒秒秒秒秒秒秒

方方方方方 ののののの

向向向向向向向 方方方

向

角角

方向向向向向向向

向角角角角角

度度度度度度度

の分分分分分分分

地

のの

点秒秒秒秒秒秒秒

方方方方方

ののののの

向向向向向向向

方方

、 ３字ら点－
と東 条大

経 西達浜のを

６也１地結

丁番点ん

度 目３まだ

及で線

びをに分 、

７順よ

番次っ秒 ＝

１にて

地結囲

） 先んま

か

日

のだれ

６７

点点
地地
のの

設 講 講受受建提

受受部
書 込申申指 手出 申講講
書書課類

先続込込導

地地 ののののの ののの
点 点点点 地地地地地 地

講

エ受受
４５

点点点点
資 第状職業申 講 る免職

交能練格書

１の業訓込

電付力指の

種

地地地 ののの のののの
点点 点点点点 地地地 地

点

者電

屋講次者る

アイウ

気気 広の掲

外習に建電

物部る
士工事 告一げ

築

有及区北方

公線た、ら
角

水び域緯向

面

１２３
習 催催講講屋屋

開開講
科習広広 内 のの習外外
物物

時所容目告告

日場

成

及科

北
道度成

海年平

屋屋

又

告告月

広広２

外外年

便請講社

郵のびは

等及

道号一法

海番求習団

北
建部人
免北 ま設

申道

で部－除海

にま

請屋 到ち

告

のくは広

着づ）書外

制付

気を開導受
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任け促免限期

主受発員

い法をし
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術
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技成定
日 状
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国 ２法検年る

事業
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昭和 にし
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律年法 る外

律第 項告
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る方

成幌間す示

平札時
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年教法法
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の
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道開
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年と

に進海団
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り建連
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受札設合

る央づ求
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付市
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合４を
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３
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送
法 免き職ら郵
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３
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２に２）第
電

時関条第
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間す第３条
第
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分事項に１

する号

講定す１

の規定

第

目建気ら

科る電か

習
の士号

免士事３

を築工

９中間時

前市時２同

除

区
時央数間

海午西

北ら条
か１

分北
目

事時丁

知５３

道後１

。
第る

堀で）
ま

第
）
号

３
の

条

一第

六

目支

丁各

６、

規
の
項

３

気取た月 法

用済

専経
庁

律
第 主付者日

任け曜日

技に日
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術関、号木

に

る格資で

す資のま

、

す

す有定

有を規

。を格

平
、

り
よ
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定
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達
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北

そ 都 海

市の平 号 道

計関成 ） 告第平 画係 示

成 書年 事 第条十 業類２ の四 のは月 規年 施、１ 号定二 行北日

北 海

市類
都種事事収

２３４
行 画び業の 施 計及用 業

の間地分

業称期部 事名

道 公 報

業１ 北

都を 海

認平施

又

道

可成

市 は

告行 計 社

し 示者 画 団

た年 第

人。２の 法 法

昭 北月名

１称 号

道日

和 海

第

８９

了習講

エ修講そ受

該受

証会の手 講当講

書の続

る数の課他そ 円 習す手

交程の

科

海 のと付を他 北 目こ料

一を修不

号

真チ

受住写ン
セ

アイウ

申票メ

講民
みル

書本込ト

込抄申ー

に月 よ に海

一 り 当道

日

木 の そ土 次 り館 、 た函
お 事現 と の

金

告 計所 り 業業

曜

す を備 示 画に

日

平帯南９

。 更置 る 変え

市丁南

広成広６条

帯
圏
市２８、丁

都年西目２

画１南９及

計月条西目

路か丁南西

道日８条び

業平、丁条

事ら目５９

成西目南

告市

律 広広

法 外帯

年 屋
業

第

団
合第

連）

体号

会

証了明 道

会１

照第

に条

るた点 入 免すしな 収 部
面に、 紙 を書者は 証 除

よ け対北 に 受

納 う許、道 り よ免し海

す す等外設 付 と状屋建

こ 者写告ま る るの広部

の
６も

前の

と はし物ち

面
正

帽
無

に
内

以
月）

か

で一

の、

たて

しい

半
上

知

市縦道

都の海

、般北

す堀

法供

画に事

計覧

和。

昭る

８、１ ８
２３南９目

・年条西丁

丁南内

・月７条地

３

西目

北ま、丁

号日目４
南９

リ条西

グ９、

栄で

ー目３

ロ丁南

ン７条

ー

北 に

と定

こ規

るの

す項
の

事 次

知 、

道 り

海 よ

。

。 、）講づ

都
り

お

堀 と

一修推

習会り ） 講習く
各

除書、

免証課

部了進

す経

書付庁

請交支

申を

身

除建

免。部

びる済

及 チ
ン
セ
４
縦
た

し
影

撮
を

ト
ー
メ

３
第
律也

法
年達

市類業収

施都種事事
ア

画び施業 者用 計及の

行

西目

ド、丁

事名行 のの

２

条西
９、

）

業収使

施都種事事
アイ

業 者用用 計及の

行市類

市

事名行 ののの 画び施

１

事

也 画
計

達

業収使

施都種事事
アイ

業 者用用 計及の

行市類

設

事名行 ののの 画び施

業

に課

由導

事指

の

北

都の

４

海

事平 道

業成

市 及事収

告 用 業計 び

計 示 地画 名

画年 第

の２ の法 称の
部

１２３
３
横
、
ル

変月 所

及所
行 市類務

都種施事
名

事名所 の 画びの 者 計

地分

業称期 名部

業称在

川成更

新滝平変

称の間

な

十
津都

７

画月

町計４

川市年し

称期 名部部

事か

地日

緑

昭変変

称の間地分分

業

なな

川川和更更

砂砂
市都
市年しし

計

部部

事か

園日

公２

画月

称の間地分分

業称期 名
川川成更更

旭旭平変変

７

都年しし

市圏９なな

昭

園か

公日

画１

計月

市

更１ 号

を日

和 在分
なた
律 更し

法 変可
年認

し。
第

第
）

号

差海館

江北函

の称地

条

丁

画４

計原

市美

都道市

平

業ら

業番

事６

路目

道

成

狩月 石３
年 号

富日 徳

一 河ま

七

６成
平

業ら

地
緑
川で

・
１月

・３

５年

号

事ら

園
公

出
之で

日ま
日

成

業平

３

北・月

３３

・年

海

ふ
光

事東で

知ま

道号日

よ
に

定
規

の
項

１
第

れ

堀

お
と

の
次

、
り

函

８道

・海

５北

・
３号

業

花現

津木

神土

姥館

号

り

也

園

達公
い

あ

）所

通

事
画

計
市

都



檜ノ沢

北厚奥北今上厚
町

山部山国部

尻金

檜沢

同同干同

町町町町町町

同防同

北 海

檜檜

松南長江北江北江

地地

前山山差

茅万差差

町区区区区町

地地 部部

干同同水同土同飛

町町

道 公 報

万

渡渡松知七砂森八長

東北部

前内飯原雲

島島

同

部部町町町町町町町

同同防同同同同同

第

島島島島

一
同渡渡渡渡

部部部

位

南東北南 単
の

水同同土 れ
さ

と部

号

イ
平使
成用
十の 四

部 年
二

林
安 安保

保備
防 風害

分

出 防防 か流 害砂 源砂

林

保 保 保保 備 養 備防備 ん 保
風

林林林林

安 安 安安

林
安

流 保

源砂 る
公

保 の備 養 林防 ん 安出

か

伐
皆限

称林林
安 安 名

保

面

月
一
日

し
な

更
変

金

曜

日

蘭川 小

蘭積古洞室苫鵡
流

地 地地下

越丹平牧

爺

町町町区区区

恵松

小島黒ニ神積仁黒

内コ内内

樽牧丹木

松セ

市村町町村町町町

知

堀積島寿黒倶共岩積

内安

株牧都和内丹

丹松

川区村町町町町町町

地

積
の度

表

株別

島丹

瀬渡尻堀積尻

別

同同

町山川川区川

檜地

ん き

か

つ源

同魚同水同 同同防

林林
安 安

保

保養 備保

防霧 害
同干同同同 同同同同同

林林

安安 保

同土

林
安

保
風

同同防同

出

か 健流

源砂

同保水同

安 安
安保 保

備 養 保防 ん

成

成第平

平）
号

林林林

年条
項月

に１２

度第年

狩 別別

札石江厚札石江

川・川・

幌川田幌川 狩
歳歳 下下 地千地地千

高河

浦沙日浦門新同日

地中地

流別冠

河 高

早追厚鵡苫追後沙日

胆中

来分真川分流

小志

牧

爺蘭川 小

洞室苫鵡豊登

の１

お

地 地地下
牧浦別

林す
安を

保可
る許日

け
よ面

に伐
伐皆

皆き
のべ

区区流川

木限
立の

る積

水同同同土同同

区流川

保

備 養防 ん出

か流

源砂

部区町町高
林林

安 安

保

同土同同防同干保

区川

保備保

出防 流風健 害 砂

林林

安安 保安安 保 備
防

町町町市町振川部

林林

同同同同同干保水同

町

保

養 備保ん

防か 健 害源

流町市

林林林
安 安安保

砂
土同同同防同

区区区

安

道備

海防保

北出
流風

は
の度

堀

林林

事安

知保

お きと つの
に次

採、
伐

林で 森り 、

一法あ

八る
和

昭。

達
也 第

律
法

年



狩塩知

石空美石天鵡空

川川川川

狩瑛川 知

平 上上上上 空地上

成
十 知流区流流流流

四
年
二 保水同同同同土

北 海

平川

栗北美滝月栗赤深

市町町市市

沢唄川形沢

同同同同干同同

町村市

同

道 公 報

石雨空由長南岩

春
幾
狩知 別見 川川竜川仁沼幌 ・沢 夕中下

張
流川流町町町市 川

土同同同防同同同

第

石雨空 幾 厚同 当 札
別春狩知 幌
町別 市・川 ・田川竜川 新・ 石篠夕 狩中下

津張

市村流川流 村川

同同同干水同同同

号

・別

田市広
歳

厚千北江
同同

区市市市

庭
地恵島

土防

月 源砂

一 か 健流

日

安
安保 保

備 養 保防 ん出
安

金 林林林

曜

日

出
流風

砂

林
安

保
備

防
害 害源

林林

安
保安

備
防保

林
安 安

保 保
養 備ん

防か
林

安
保安

備
防保

出
流風

砂
林林

前幌

山
羽初遠天幌苫羽

町町町町町

別
幌別塩延

町村

塩塩

上天羽留天羽留苫

地地

川川前

川幌萌幌萌

区流区区町

下下 南地地

部流区

威富

士風美音南士風下

府野

別連深子良別連川

市町町村町市町町

良富

旭美上富南占和剣
町

野 野

川瑛川良冠寒淵

市町町市町村町

川川

瑛川 狩塩

美石天鵡

干同

区流流流

上上 地上

安
保

備
防

害

同同同同同

砂

保水同同土同同防

林

保防保 ん出

か 健流風

源

林林

安 安
安保安 保

備 養

同同同同干同同同
林林

同同同同

林
安

保
備

防
害

同同
林

安
保

風
防同同同 同同

得頃

士

足陸浦帯上新豊

幌

寄別幌広 頃

札
芽中更忠大広幕豊

内
室別類樹尾別

尾士

浦広音士上鹿新清

地幌

幌更幌追得水

勝勝

音利浦広十十音利

上 地

更別幌川川更別

尾
下

塩川川

山勝勝

初天十十

町町町市町町町

下上 別

備
防

害

同同同同干同同

保一

安九

同

町村村村町町町町

林

町町町
同同同同同同同 同同同同同

川区町町町 流川川

林
安

保
風

同同防 同土同同同

川川川区流
安

保
備
防
出

流
砂

同同同

源

同同水同

村町流流

林 林
安

保
養

ん
か



室標

阿厚浜根同根別中

市町町

地津

寒岸中室海

同水土防同同

町町町区

同同

北 海

町
糠

浜白標厚音白釧釧

別
音

中・茶岸別糠路路
同同

町町町町町町市町

同干同同防同

道 公 報

岸子

厚白釧釧阿標弟厚
町町

地屈

糠路路寒茶岸

同同同同

区町市町町町

同防同同

第

寒寒

豊浦十阿釧厚阿釧
音

頃幌・路・路

川岸川

勝川川区川川

別別

音地

同同保水同同土同

町町

号

類樹尾

忠大広

平
成
十村町町
四
年
二

ん出
か流風

源砂

防同同

林
安 安

保安 保
備 養防保

安安 保
備保

防霧 害

林林

健流

源砂

林
安

保
風

林林

安保 保

備 養 保防 ん出

か
林林林

安 安

月
一霧

日

安
保

金林

曜

日

子呂

女網美端北訓佐常
町

別府間

走幌野見呂

満
町市町町市町町

興斜清小東

呂別滑里里

部清藻

常湧
川川区町町町村

地水琴

川

興斜網

別滑走

里部里

斜網常湧
川川区区川

地地地

走呂

区川川

標路

根別標根別中羅釧
町室

津根

室海津室海臼

市町町市町町 町町町
津

津臼
標

標羅中

同同同同同同同同同同

林
安

保
風

同同同同防同

源砂

水同同同同同土同

安

保 保

備 養防 ん出

か流

同同魚同同同保
林林
安

安安

保

保保

き

霧健 つ

防
備

防
害

同同干
林林林

安

林
安

保

頓尻

利宗猿浜枝歌豊利

地地別
払幸登富富

礼谷

士

走谷

西雄佐常湧網網宗

間東西地

武呂別

興呂走

部

田湧

佐常生遠湧上滝興

間原別

呂軽別上部

呂 藻辺

紋興雄東網津留置

琴蘂

別部武走別戸

町町町町

軽滝別

遠白湧

防同同同同同

区区村町
安
備

防保
出

流風
砂

同土

町町町部部区

林林
安
保

同同魚同同保同水

村町

保

保養 保ん き

か 健 つ源

町町町町

林林林
安 安安

同同同同同同

町町町町 市町町村市町町町
同同

防
害

同同同干同同同同 同同同

町村町

林
安

保
備

二
〇



立ラサスス加加

平 ちイポププ圧圧

成 上ザーリリポポ

十 がートンンンン

四 り管ククププ

年 ソララ

二 エ ケーー

北 海

ケロ

ソチチチエエソク

ドドッス

ケーーーンン

管管ププト管

ッズズズ

付ララ付

ト管

ー水

散散散散ググボ散

水水水水

道 公 報

１

成札ソソソソ

の平落

次

にケケケケ

と
お

トトト

り年係ッッッッ

月物付付付付

一２るト

水水

競１品取散散散

般
争日等水水

第

北 利稚枝

海 尻

上
道

富内幸

川 士

庁
支

町市町

第
示

告

同同魚

号

町
別

内払幸
頓

稚猿中枝

防干同同

市村町

月 ン ッ

一 ジ ト準準

日

散圧圧）式

付高高式ン

転回

管回分

水全部）

金

水＃

散転

曜 ＃ 管

）

日 ）

）

ル支
弁管

管支支支

管管管
）） 散

散 水
管＊））水＊
支

）管）

、
＝）

，

札名

入の管管管管

ー水水水

に称チ散散散

りびズ支支管

よ及

落数付管管

札量、

、 者散

＝

を水、、

決支

， 定管＝＝

し，， た
３ つ号 支

安
保

き

庁

林

告

林林
安 安保

保備
防 風害

３３

）

本本本本本個個

４ ３１

）
本本本本本本個本

。）

庁
支
川
上

道
海

北））
７ 長

籠
馬

本本本本

示

か流

種源砂

林水土

安
保

養 訳防 ん 内出

別

認認対申

１２３４

谷
宗

建

所 年住

定象の

定者
請

北

建築

７

海

物平 道

を成

築 契

胆基 約名所

認 振準 に在

可年 支

し２

法 関称地

庁 す

た月 告

４５６

夫
久

る

契一一平 落

約般般成 氏住札

の競競 金

相争争年 名所額

手入入北

安 安
保 保

備

円方札札海

札成札

落平落

２３

林林

者 を

計

し月所

定１住

決年の

び 月
番区及

林
安

保
健

保

平勇ち勇厚

号日域名
氏

郡町

２成払、払真

第

郡 号

藤

１真地真

年厚番厚長

上京原

月町町

。１

昭
示

日

和 事北北

第 務海海

１年 を道道

号

支市

律 当川川

法 担上旭

る庁永

第 す
組総山

第

の部条）

織務６号

名会
称計丁

上

株旭をの道
及課目条

支

会市定告川

式川決公

通手告

キ条た庁

社１し
続示

シ
イ
丁第

目
号

６
右号

及 た
日日び
氏
名

き
健 つ

魚保

防防
風霧

砂害

飛防干防

正

日厚町

真

幸 番
地 北－

海
道、

胆
振、

支

二 庁、

一 長

、

天

規

地の

在項

所２

び第

の

計

お
と

の
次

、
り

よ
に

定

備保備保
林林

安安
保
保

林林林林

安安
安安

保保

直、
ち

谷う

数
複

の
定

一
り

う

純の



建１

契こ第

アイウエオ

が税築項

政約政と道道

第 結行を物第

令令 締。

のう滞に１

第
た指納お号

め名しけ又 条条

北 海

契成

平合る平

アイウエ

成平道資資は

成が本格、約
を年 行金審 年

結海

北年うの査月締北

申）し道

海北指額の分

道海名が

道 公 報

２

又定契資特

等規資

品に

務 定特役 特る格 定 はす
務種

務役の要 役定

第

規１ 北

地定る 海

に平資平者 道

よ成格成に

方
十

必

自

及 り 勝治
、年び年要 支

一２調度な

法
庁

般月達に資

施
告

競１をお格

行
示

争日すいは

令
第

号

覧
縦

５
平図
成書 十の 四

縦 年

覧 二

第 ４４ に競てるは のの

入る生６ 第第 必争い衛

項項 な札者的号 １２ 要

な境登 にの 同にで環の

定
をすいの録 規規 意関

保受 すに
得るこ確を 定
い名。にけ るよ

て指と
停すい 競

るを関て 者り
者

請の、告

は止るる 未争

告道競

を決か示

示入す算つ第 万 示告争
円 第
第札るに、 以 に日お誠 上 関のい実号 又 号

履規 は に号す直てにに

２１行定 清 規にる前、

定名営のしす 掃 定規指

たる 員 す

停年に者庁 を るすを業

舎庁止度定で舎 常 庁る

達種
調の約格類件

の

時

海

続は平庁北う北

手類

清）道

の海 、成舎。

特道

定２業勝

例十 に年掃十

委同

定合 め月務合

を勝
庁 るも日託庁

同 める１
と一約清 舎 政のに契舎

清 令

入るて、 １昭
札特道 号

に定がに

和
政加務結め

年参役締定

第る種よも

令すのしる

者類うの
る、

。必すし

号にとと
当

以要
資に該

下な

月場

一所

日

道町
海真

北厚

金

振場
胆役

曜

庁設
支建

日

含さ法こ 成入

済都
経部

て。 へ 、
まれ律と 年札
れ
いな和 参 補
ない昭 の 被
佐加 。い

でと法 又排
）こ年 人を

れ
い第 被さ

な。律 は除

補こ
でる
。） 人い

と号 助て

等舎さ分めあ等

第

るる清 清等れ

の 以 掃清て当契こ掃 人

と。委 上 の掃い該約と

委い営種託 雇 委のな２

約 し 契託こ業類契 用 託

。度びの て 約契と年及

格 る 資のが規資 い の約

模 格資

にほ有 と を格月をを こ

般掃

す有満ぼし 。 有を

掃 す

務 成。争務 業 平る競業

政の託 年札託 委 ７入委

を格 第告資 令公の

行
海 第

北 ）下

う 号以

道 ２資

に

令を北め約

政格定契
り

とめ道契よ

」定海る
達 う。勝に調 いた十約

長一す ）庁るを 。支係
般る 第

尾競地
札共 ５

山入公 の

争方 条

導内
指課

設設
建施

部市

あ者

内
課

、い２

ての な

条 っで

申

次行格再再

をアイウ
有業請 申 のう資中を企

を企す組し 請

いこ格小

な
れが有業る合よ

ずと

者

者るなじい

るすた同
５

。
と場す

こいく

申 審 提提
格 申再

アイ資
のの の先先請 査 出出 請

い

合 ３と

勝 第」

十 条格

４

号同

びて格申

いの及め資

つ
か済小協い審

てカ経中

の

、ら産企業る査請

は

合き申の 当ケ業業組と

体 １

篤に団 第

該ま局等

年

３

のす物

治加の 項

参
小 合る下
法 クケ資中以

第 企 資資は契格律

業 本格、約中 要
を件小 等 金審

こ
る

カキ

の査月締企号 。

成成と

平平

かです等者又う
の 年年

法す

にきる協ではと 方

組る業る

該る者同あ協

は

す当合も組者

当。の

る該の合

業限あ４

者資協にで、

引に組るるの

で格
るを）格の

き係合。資
変有請

き営除をを申

続

名事 方所再 のの
資業く

け北北

法称地請由

在申
道

れ格のれ海海

け資先
査示な十帯

ば審指ば道
な支市

らのにら勝広

な

３

い請りい庁東

な申よ

長協に。請

。は作。総

期

小にが同あの
時 中で

う合て期

企掲行組っ時
び資

等る官法は及

業げ
需３設方格

協資公第、

査

組要適条立法審

同格
は組４際の
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